
日本の「ものづくり」を強くする

Vol.183
2016.MAR

レーザープラスチック溶着装置 株式会社ライスターテクノロジーズ

Yeah!!報
日本の「ものづくり」を強くする

世界唯一！異形のプラスチック溶着が可能。世界唯一！多種多様なプラスチック溶着が可能。

画期的かつ
フレキシブルな
接着法！

レーザービームによるプラスチック溶着
プラスチック産業における素材、部位、
デザインとサイズの多様性はご存知の通りですが、
ライスターはその高度な専門技術によって柔軟に
ソリューションを提供致します。
この多面的なレーザーシステムにより、多岐にわたる
溶着課題を、顧客の要望に応じて個別に解決致します。
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フレキシブルな設備コンセプト
本設備は標準仕様をベースとし、
これを顧客のニーズや用途に合わせた
構成や変更可能が本設備のコンセプトで、
顧客の仕様に適合するような設備を
ご提案できます。

プラスチックレーザー溶着技術の確立
レーザープラスチック溶着 (Laser Plastic Welding)

事業部は、プラスチックのレーザー溶着に特化した
長年の経験を有しています。ライスター社は、
標準光学系として様々な溶着技術を持つ唯一の
企業であり、特にマスク溶着とGLOBO溶着という
主要技術2件に於いては、特許を保有しています。

軌跡溶着 スキャナー溶着 同時溶着

軌跡溶着では、予めプログラムさ
れた溶着パターンに沿って順に
走査され、局所的に溶着を行い
ます。
溶着領域は、その溶着形状から
いってもそれ程多くなく、溶着が
外にはみ出すこともありません。
軌跡の動きは、ワークピース若し
くはレーザー、またそれら両方を
動かすことで作られます。

2つのスキャナーミラーが、レーザ

ースポットを動かし、溶着する輪
郭に沿って高速で照射します。
接合ラインに対して、1秒間に何
回も照射を行い、それにより溶着
する輪郭はほぼ同時に加熱され
可塑化します。

部品間のギャップは、溶着時の
加圧によって沈み込んで埋めら
れます。

この方法では、1つもしくは複数

のレーザーが、溶着部全体を同
時に加熱します。円状および線
状の溶着はとても簡単に実施で
きます。
ほとんどのビーム形状が、最先
端のビーム形成特殊エレメントに
より形成できます。

特長とアプリケーション
• スポットのレーザービーム
• 溶着幅は、焦点距離の可変によって変更可
• 任意の二次元溶着ライン
• ワークの切り替えが多い場合に理想的

特性とアプリケーション
• スポットのレーザービーム
• 汎用性が高い
• ギャップを埋めることが可能
• 少量生産および大量生産向の両方に対応

特性とアプリケーション
• 短いプロセス時間
• X-Yステージ不要
• ギャップを埋めることが可能
• 大量生産向き
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ラジアル溶着 マスク溶着

GLOBO溶着 ローラー溶着

光学系の内部にある円錐状のミラーにレーザーを
放射状に照射し、屈折させて円筒形部品の外側を
接合します。
溶着中、必要なクランプ圧を得るために、接合部は
圧入に近い状態が必要となります。
外周部を溶着する間、部品はその場所に固定され
ます。

レーザーと溶着対象部品の間に、マスクが挿入され
ます。直線状、できればコリメートされた、つまり並列
に形成されたレーザービームが、部品の溶着エリア
全体を横切ります。レーザーは、マスクによって覆わ
れていない部分のみに照射されます。マスク溶着で
は非常に高い分解能が得られるため、極小構造や、
複雑で幅広い構造の溶着に適しています。

GLOBO溶着では、スポット状のレーザービームが
エアーベアリングで保持された、摩擦がなく自由に
回転するガラス球を通して接合面にフォーカスされ

ます。このガラス球は先端にある光学エレメントで
あり、クランプ治具として機能します。ガラス球は部
位表面上を転がっている時、フォーカスされるレー
ザービームがあたる箇所を同時に加圧します。

このガラス球が機械的なクランプ治具の役割を果
たすことで、連続的な三次元の対象等への溶着可
能性を広げます。

ローラー溶着はGLOBO溶着と同じコンセプト

で機能します。直線状のレーザービームが、
ガラスのローラーを通して溶着面にフォーカス
されます。ガラスのローラーは、片側もしくは
両側でベアリング保持されており、ライン幅は
様々な長さが用意されています。

ローラー溶着により、溶着シームの幅を広くし
溶着強度を高めることができます。

特性とアプリケーション
• 様々な径に対応可能
• 部品を回転する必要なし
• 高い生産性
• クランプ治具は必要なし

特性とアプリケーション
• 直線状のレーザービーム
• 平面に任意の接合形状
• 迅速でフレキシブル
• マイクロアプリケーション、
マクロアプリケーション向き

特性とアプリケーション
• 任意の二次元および三次元の接合形状に対応
• クランプ治具なしでの溶着
• 加圧とレーザーエネルギーポイントが同一
• ロボットを使用したアプリケーションに最適

特性とアプリケーション
• 直線的な二次元の溶着ライン
• クランプ治具なしでの溶着
• 様々なシーム幅が可能
• ロボットを使用したアプリケーションに最適

■ライスターが開発し、特許を取得した接合コンセプトであるマスク溶着とGLOBO溶着は、『スイス技術大賞』を受賞しました。


